
再就職支援事業を行っている職業紹介事業者の皆さまへ
～厚生労働大臣の定める指針が改正されました～
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再就職支援事業とは

再就職支援事業者が守るべき指針

（※）｢職業紹介事業者、労働者の募集を行う者、募集受託者、労働者供給事業者等が均等待遇、労働条件等の明示、
求職者等の個人情報の取扱い、職業紹介事業者の責務、募集内容の的確な表示等に関して適切に対処するた
めの指針｣

再就職支援事業とは、職業紹介事業者が事業主の依頼に応じ、その事業主が雇用する労働者に対し
て再就職支援を行う職業紹介事業です。

再就職支援事業者は、リストラにより離職を余儀なくされる労働者などの円滑な再就職を支援する
ことが使命であり、積極的に退職者を作り出すようなことは職業紹介事業の趣旨に反します。これら
のことを踏まえ、再就職支援事業者が適切に対処するのに必要な事項を明確にするため、厚生労働大
臣の定める指針（※）が改正され、上図の内容が追加されました（平成28年６月１日付け告示）。

労働者に対して、
退職の強要となり
うる行為を直接行
うこと

労働者に対して、退
職の勧奨を直接行う
こと

事業主による退職の強要を助長・誘発する
物・役務を提供すること
（例）マニュアルの提供

事業主に対して、退職の勧奨を行うよう
積極的に提案すること（※）

※下記のものが該当します。
・退職勧奨を決定していない企業に対して、当該企
業からの依頼の有無にかかわらず、退職勧奨の実
施を提案すること。

・退職勧奨を決定していても当該決定が対外的に明
らかとなっていない企業に対して、当該企業から
の依頼なく退職勧奨の実施を提案すること。

以下のような行為は、改正された指針において、
労働者の権利の違法な侵害に関わる

許されないもの、または適当でないものとされています。


